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念しました。 

 
民
主
党
国
会
議
員
で
つ
く
る
「
有
明

海
の
再
生
を
考
え
る
会
」（
古
賀
一
成
会

長
、
約
２
０
人
）
は
１
４
日
、
国
営
諫

早
湾
干
拓
事
業
（
長
崎
県
諫
早
市
）
の

潮
受
け
堤
防
排
水
門
の
早
期
開
門
調
査

な
ど
を
求
め
る
要
望
書
を
赤
松
広
隆
農

相
に
手
渡
し
た
。
以
下
「
要
望
書
」
の

全
文
を
掲
載
す
る
。 

 

諫
早
湾
干
拓
事
業
の
潮
受
堤
防
の
締

め
切
り
か
ら
１
２
年
が
経
過
し
、
昨
年

春
に
完
成
し
た
諫
早
湾
干
拓
事
業
地
内

で
は
営
農
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
諫
早

湾
・
有
明
海
の
環
境
悪
化
、
漁
業
被
害

は
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
一
方
で
す
。 

昨
年
６
月
の
佐
賀
地
裁
判
決
は
、
５

年
間
の
開
門
調
査
を
国
に
命
じ
ま
し

た
。
農
林
水
産
省
は
直
ち
に
控
訴
し
つ

つ
、
開
門
の
た
め
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
を
行
う
と
の
大
臣
談
話
を
発
表
し
ま

し
た
が
、
現
在
の
手
続
き
で
は
、
開
門

調
査
は
必
ず
行
う
も
の
で
は
な
く
、
開

門
さ
れ
る
と
し
て
も
６
年
を
上
回
る
期

間
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
有
明
海
の
真
の
再
生
に
は
、

一
刻
も
早
い
開
門
調
査
が
必
要
で
す
。 

今
回
の
衆
議
院
選
に
向
け
て
取
り
ま 
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と
め
た
「
民
主
党
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
２
０
０

９
」
に
お
い
て
は
、
「
諫
早
湾
干
拓
事

業
に
つ
い
て
は
、
干
拓
事
業
と
有
明
海

の
環
境
変
化
と
の
因
果
関
係
に
つ
い

て
科
学
的
知
見
を
得
た
上
で
、
地
域
の

意
見
に
よ
っ
て
有
明
海
の
再
生
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。
潮
受

堤
防
開
門
に
よ
っ
て
入
植
農
業
者
の

営
農
に
塩
害
等
の
影
響
が
生
じ
な
い

よ
う
万
全
の
対
策
を
講
じ
、
入
植
農
業

者
の
理
解
を
得
ま
す
。
」
と
の
方
針
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
方
針
に
の
っ
と
っ
た
有
明
海

の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て

以
下
の
要
請
を
い
た
し
ま
す
。 

記 

１
、
開
門
の
た
め
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
結
果
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
開

門
調
査
こ
そ
が
最
も
適
切
な
ア
セ
ス

メ
ン
ト
で
あ
る
と
の
考
え
の
も
と
、

一
刻
も
早
い
開
門
調
査
に
向
け
て
、

農
林
水
産
省
を
は
じ
め
政
府
全
体
が

誠
実
か
つ
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と 

２
、
塩
害
等
の
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う

万
全
の
対
策
を
講
じ
る
施
策
を
、
平

成
２
２
年
度
か
ら
速
や
か
に
実
行
す

る
こ
と 

３
、
国
・
周
辺
自
治
体
・
周
辺
住
民
・

農
民
・
漁
民
が
有
明
海
の
再
生
に
向

け
た
取
り
組
み
に
対
す
る
相
互
の
理

解
を
深
め
ら
れ
る
議
論
の
場
を
設
置

す
る
こ
と 

民
主
党
有
明
再
生 

古
賀
一
成
会
長
ら 

 

原
口
総
務
相
が
７
日
、
大

臣
就
任
後
初
め
て
地
元
入
り

し
、
県
庁
で
古
川
知
事
や
市

町
長
、
議
会
の
代
表
ら
と
地

方
分
権
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
た
。
国
営
諫
早
湾
干

拓
事
業
に
つ
い
て
は
、
古
川

知
事
、
留
守
茂
幸
県
議
会
議

長
と
と
も
に
、
近
く
赤
松
農

相
と
面
会
し
、
開
門
調
査
の

早
期
実
施
を
求
め
る
意
向
を

示
し
た
。 

 

ほ
か
の
参
加
者
は
、
坂
井

俊
之
・
唐
津
市
長
、
福
井
久

男
・
佐
賀
市
議
会
議
長
、
田

中
源
一
・
江
北
町
長
、
小
林

正
・
同
町
議
会
議
長
。 

原
口
総
務
相
は
、
開
門
の

是
非
に
つ
い
て
「
論
点
は
も

う
す
べ
て
出
て
い
る
。
県
議

会
、
知
事
、
佐
賀
市
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
る
こ
と
が
１
０

０
％
正
し
い
と
思
う
。
あ
と

は
（
農
水
省
の
）
決
断
の
問

題
」
と
述
べ
、
自
身
が
面
会

の
場
を
設
け
た
こ
と
を
説
明

し
た
。 

長
崎
県
な
ど
が
水
害
防
止

の
観
点
か
ら
反
対
し
て
い
る

こ
と
に
は
「
開
門
し
な
く
て

も
水
害
は
起
き
て
お
り
、
論

点
を
整
理
す
れ
ば
、
結
論
は

お
の
ず
と
出
て
く
る
」
と
早

期
開
門
の
実
現
に
自
信
を
の

ぞ
か
せ
た
。（
読
売
・
佐
賀
１

０
月
８
日
） 

諫早干拓 原口総務相 農相に開門調査を要求へ 

国
営
諫
早
湾
干
拓
事
業
（
長
崎
県
諫
早
市
）

を
め
ぐ
り
、
潮
受
け
堤
防
排
水
門
の
開
門

調
査
の
早
期
実
施
を
求
め
る
佐
賀
県
の
古

川
康
知
事
は
、
８
日
の
定
例
記
者
会
見
で

「
長
崎
県
の
金
子
原
二
郎
知
事
に
会
い
、

具
体
的
意
見
交
換
を
し
た
い
」
と
述
べ
、

開
門
に
反
対
す
る
長
崎
県
に
ト
ッ
プ
会
談

を
求
め
る
考
え
を
あ
ら
た
め
て
示
し
た
。 

 

古
川
知
事
は
「
漁
業
者
な
ど
は
一
日
も

早
い
有
明
海
再
生
を
期
待
し
て
お
り
、
新

政
権
に
政
治
決
断
を
求
め
た
い
」
と
強
調
。

そ
の
上
で
「
赤
松
広
隆
農
相
が
判
断
す
る

た
め
の
要
素
の
一
つ
に
、
長
崎
県
側
の
考

え
が
入
る
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。 

 

古
川
知
事
は
、
長
崎
県
と
の
協
議
の
場

を
つ
く
る
こ
と
を
模
索
し
つ
つ
、
今
月
中

旬
に
も
佐
賀
県
議
会
の
超
党
派
議
員
団
な

ど
と
上
京
。
原
口
一
博
総
務
相
＝
衆
院
佐

賀
１
区
＝
も
加
わ
っ
た
「
オ
ー
ル
佐
賀
」

（
古
川
知
事
）
で
、
赤
松
農
相
に
調
査
の

早
期
実
施
を
求
め
る
構
え
。 

 

金
子
知
事
は
８
日
、
取
材
に
「（
古
川
知

事
か
ら
）
直
接
要
請
が
あ
っ
た
時
点
で
、

地
元
の
営
農
者
ら
に
き
ち
ん
と
意
見
を
聞

い
て
、
ど
う
す
る
か
判
断
す
る
。
地
元
で

は
（
古
川
知
事
に
）
会
う
こ
と
さ
え
も
拒

否
感
が
あ
る
」
と
語
っ
た
。
（
西
日
本
新

聞
・
１
０
月
９
日
） 

長
崎
県
知
事
に
再
び
諫

干
会
談
を
要
請 

 

古
川
佐
賀
知
事  


